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ま

か

ちど

本物の落語で
楽しいひと時

　

十
月
九
日(

土)

、「
上
光
を

楽
し
む
会
」
の
み
な
さ
ん
が
、

気
高
町
上
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
落
語
家
の
柳
家
さ
ん

喬き
ょ
うさ
ん
を
招
き
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
地
元
の
人
た
ち
が

コ
ス
モ
ス
、
ス
ス
キ
、
栗
の
木

な
ど
を
持
ち
寄
り
秋
の
風
情
い

っ
ぱ
い
の
素
敵
な
寄
席
に
。

　

秋
の
夜
長
、
約
百
人
の
み
な

さ
ん
が
本
物
の
落
語
を
楽
し

み
ま
し
た
。

幻想的な灯りに包まれ
池田候の時代へタイムスリップ

　

十
月
十
日
（
日
）、
鳥
取
藩

主
池
田
家
墓
所
で
第
一
回
目
と

な
る
「
池
田
家
墓
所
灯と
う
ろ
う
え

籠
会
」

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
池
田
墓
所
に
あ
る

約
二
百
七
十
基
の
灯
籠
に
一
斉

に
灯
を
入
れ
、
幻
想
的
な
空
間

を
み
な
さ
ん
に
体
験
し
て
い
た

だ
こ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し

た
が
、
二
百
人
の
参
拝
者
が
献

灯
さ
れ
、
墓
所
は
池
田
侯
の
時

代
を
感
じ
さ
せ
る
幻
想
的
な
灯

り
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

男女共同参画宣言都市
を宣言

　

十
月
七
日
（
木
）
と
八
日

（
金
）
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、

男
女
共
同
参
画
全
国
都
市
会

議
ｉｎ
と
っ
と
り
と
、
鳥
取
市
男

女
共
同
参
画
宣
言
都
市
記
念

式
典
が
県
民
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、「
男
女
共

同
参
画
都
市
と
っ
と
り
宣
言
」

が
高
ら
か
に
読
み
上
げ
ら
れ
、

新
「
鳥
取
市
」
が
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
宣

言
し
ま
し
た
。

鳥取市長杯サーフィン選手権大会に
170人が参加

　

十
月
十
日
（
日
）、
鳥
取
市
の
小
沢

見
海
岸
で
第
一
回
鳥
取
市
長
杯
サ
ー

フ
ィ
ン
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

天
気
は
台
風
の
影
響
も
あ
っ
て
い

ま
ひ
と
つ
で
し
た
が
、
波
は
ま
ず
ま

ず
の
高
さ
で
、
県
内
外
か
ら
腕
に
覚

え
の
あ
る
百
七
十
人
の

選
手
た
ち
は
初
の
栄
冠

を
目
指
し
て
奮
闘
。
大

会
後
に
は
笑
顔
で
談
笑

し
、
親
睦
を
深
め
て
い

ま
し
た
。


